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7 － 1　近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2024 年 11 月～ 2025 年 4 月） 
Seismic Activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku Districts 
(November 2024 – April 2025)

気象庁 大阪管区気象台
Osaka District Meteorological Observatory, JMA

気象研究所
Meteorological Research Institute, JMA

今期間，近畿・中国・四国地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 22 回発生した．これらのうち，
規模が最大の地震は，2025 年 1 月 13 日に日向灘で発生した M6.6 の地震であった．

2024 年 11 月～ 2025 年 4 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す．

（1）山口県北部の地震活動（最大 M1.8，第 2 図 (a) ～ (f)）
山口県北部では，2025 年 2 月から微小地震活動が始まり，地殻の下部である深さ 25km から

30km 程度でまとまった活動が継続している．4 月 30 日までの最大規模の地震は M1.8 で，震度 1
以上を観測した地震は発生していない．波形相関を用いた Double-Difference 法 1) による震源分布で
は，大局的に西傾斜の分布がみられる中，時間経過とともに深さ方向及び水平方向に震源が移動し
ている様子がみられている．P 波初動と S 波初動を併用した発震機構解の推定 2) では，M1.7 以上
の 3 つの地震について，P 波初動のみで求めたものと整合的な解をより安定して求めることができ
た．それらの発震機構解は多様である．PhaseNet3) による低周波地震の分類を考慮した地震活動の
検知では，一元化震源で記録されている低周波地震のほか，2 月中旬から下旬に深さ 35~40km 付
近で，3 月中旬以降も低周波地震の確率が高い地震を複数決定している．

参考文献
1) Waldhauser, F. and W. L. Ellsworth. (2000), Bull. Seismo. Soc. AM., 90, 1353-1367.

A Double-Difference Earthquake Location Algorithm: Method and Application to the Northern Hayward
Faulst, California.

2) Nakamura, M. (2002), Phys. Earth Planet. Interriors , 130 (1), 17-29, doi:10.1016/s0031-9201(01)00306-5.
Determination of focal mechanism solution using initial motion polarity of P and S waves.

3) NZhu, W. and Beroza, G. C., (2019), Geophys. J. Int ., 216 (1), 261–273, https://doi.org/10.1093/gji/
ggy423.
PhaseNet: a deep-neural-network-based seismic arrival-time picking method.
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第 1 図 (a) 近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2024 年 11 月～ 2025 年 1 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(a) Seismic activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku districts (November 2024 – January 2025, M≧4.0, 
depth ≦ 700 km).

第 1 図 (b) つづき（2025 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(b) Continued (February – April 2025, M ≧ 4.0, depth ≦ 700 km).
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山口県北部の地震活動
震央分布図

2025年2月1日～5月11日、深さ20～90km
通常地震（M≧0.5）：
○深さ20～50km、2025年2月1日～3月31日
○深さ20～50km、 2025年4月1日～
○深さ20～50km、 2025年5月1日～
●深さ51～90km
低周波地震（Mすべて）：△

領域a内の断面図
（東西投影）

領域a内のM-T図及び
回数積算図

（深さ20～50km）

震央分布図中の茶色実線は、地震調査研究
推進本部の長期評価による活断層を示す

a
奈古断層

地福断層 大原湖断層

弥栄断層

周辺の断層の形状（カッコ内は信頼度）
（地震調査研究推進本部，2016）
奈古断層：ほぼ鉛直（△）
地福断層：ほぼ鉛直（△）
大原湖断層：ほぼ鉛直（○）
弥栄断層：ほぼ鉛直（△）

領域a内の深さの時系列図
（深さ20～50km）

領域a内のM-T図
（深さ51～90km）

領域a内の時空間分布図
（東西投影）

（深さ20～50km）

領域a内の時空間分布図
（南北投影）

（深さ20～50km）

東西

東

西

北

南

5月11日の震源は速報値

最大規模の地震
（2025年5月11日現在）

第 2 図 (a) 山口県北部の地震活動

Fig. 2(a) Seismic activity in the northern part of Yamaguchi Prefecture.
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山口県北部の地震活動（深さ30km付近の地震活動：波形相関DD法で再決定した震源分布）
震央分布図

2025年2月1日～4月30日、深さ20～
45km、M≧0.5

（低周波地震はMすべて）

○2025年2月1日～
○2025年3月18日～
○2025年3月23日～
○2025年3月27日17時～
○2025年4月11日～
○2025年4月18日～
△低周波地震

領域a内の断面図（東西投影） 領域a内の深さの時系列図

領域a内のM-T図

西 東

a

領域a内の時空間分布図（南北投影）

領域a内の時空間分布図（東西投影）

西

東

南

北

震央分布図中の茶色実線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す

第 2 図 (b) つづき

Fig. 2(b) Continued.
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山口県北部の地震活動（深さ30km付近の地震活動：波形相関DD法で再決定した震源分布）

震央分布図

震央分布図

領域a内の断面図
（A-B投影）

領域a内の断面図
（A-B投影）

A B

A B

A B A B A B

A B

○2025年2月1日～
△低周波地震 ○2025年3月18日～ ○2025年3月23日～ ○2025年3月27日17時～

A

B

A

B

A

B

A

B

深さの時系列図

a a a a

a

震央分布図中の茶色実線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す

○2025年4月11日～
○2025年4月18日～
2025年4月30日～

第 2 図 (b) つづき

Fig. 2(b) Continued.
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22002255年年 33月月かからら山山口口県県でで発発生生ししてていいるる地地震震のの発発震震機機構構解解  

2025年 3月から山口県で発生している地震活動の最大規模は M1.8と小さいため、例えば P波

初動を用いた発震機構解を安定して求めることは難しい。そこで、P波初動だけでなく、S波初

動を併用して発震機構解の推定を行った（Nakamura, 2002, PEPI)。 

M1.7 以上の 3 イベントについて、P 波初動で求められたものと整合的な解がより安定して求

めることができた。3イベントの発震機構解は多様である。 

P波初動のみによる解 P波・S波初動による解 

解に合致するデータ数を最大 

-1.5まで許容した節面の候補

22002255//33//99  1188::2233  MM11..88  

22002255//44//1100  0033::4477  MM11..77  

22002255//44//1144  1188::0000  MM11..77  

※観測値の重みは P:1.0、SH：0.9、SV：0.85

併用した S波初 

動の観測点分布 

第 2 図 (c) つづき

Fig. 2(c) Continued.
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山口県北部の地震活動（初動発震機構解）

初動押し引き分布の×印は、S波初動を併用した結果を示す
震央分布図中の赤色実線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す

震央分布図
2025年3月1日～4月30日、深さ20～40km、M≧0.5

波形相関DD法により再決定した震源を示す

第 2 図 (d) つづき

Fig. 2(d) Continued.
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山口県北部の地震活動（深さ30km付近の地震活動のETAS解析）
震央分布図

2025年2月1日～5月11日、深さ20～45km、M≧1.0

μ=0.719, K=0.062, c=0.017, 
α=0.409, p=1.412
AIC=-544.522
N=276

a

領域a内のM-T図

領域a内の地震活動のETASフィッティング

黒：観測
赤：モデル

モデルからのずれ（100分割）

震央分布図中の茶色実線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す

領域a内のM別頻度分布（Mすべて）

最大規模の地震
（2025年5月11日現在）

第 2 図 (e) つづき

Fig. 2(e) Continued.
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山口県北部の地震活動（中国地方で発生したM≧6.0の地震）
震央分布図

1995年1月1日～2025年4月30日、深さ0～90km

※1999年9月に低周波地震のフラグ付与を開始

通常地震（M≧2.0）：灰色、2025年2月1日以降を赤色
通常地震（今回の山口県北部の地震活動、M≧0.5）:赤色
低周波地震（Mすべて）：青色（※）
ただし、南海トラフの深部低周波地震（微動）を除く

断面図（東西投影）

震央分布図中の茶色実線は、地震調査研究推進本部の
長期評価による活断層を示す。

2016年10月21日M6.6

●2015年10月1日～2016年7月31日（低周波地震観測～）
●2016年8月1日～10月20日（M6.6発生直前）
●2016年10月21日～2017年10月20日（M6.6発生から1年間）

aｂｃ

d

「平成12年（2000年）鳥取県西部地震」

「平成13年（2001年）芸予地震」

e

h

g

aA

B

領域a内のM-T図

領域a内の断面図
（A-Ｂ投影）A B

2000年10月6日M7.3
（「平成12年（2000年）鳥取県西部地震」）

●1999年6月1日～2000年10月5日（低周波地震観測～M7.3発生前）
●2000年10月6日～2001年10月5日（M7.3発生から1年間）

領域a内のM-T図

領域a内の時空間分布図（A-B投影）

B

B

領域a内の断面図
（A-Ｂ投影）A B

A

A
ｂ

f

「平成12年（2000年）
鳥取県西部地震」

「平成13年（2001年）芸予地震」

第 2 図 (f) つづき

Fig. 2(f) Continued.
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山口県北部の地震活動（中国地方で発生したM≧6.0の地震）

1997年6月25日M6.6
●1997年6月25日～1998年6月24日
（M6.6発生から1年間）
●2025年年2月1日～4月30日（M≧0.5）

d

領域d内のM-T図

領域d内の断面図（東西投影）
西 東

領域e

e

領域d

領域d

領域e

低周波地震

低周波地震

西 東

震央分布図中の茶色実線は、地震調査研究推進本部の
長期評価による活断層を示す。

領域e

2018年4月9日M6.1

●2018年4月9日～2019年4月8日
（M6.1発生から1年間）

領域N

領域S

領域N

領域S領域N

領域S

B

A

ｃ

領域c内のM-T図 領域c内のM-T図

領域c内の断面図
（A-Ｂ投影）

A B A B

2011年10月22日

2001年9月19日
2013年8月23日

領域e内のM-T図

領域e内の断面図（東西投影）

※1999年9月に低周波地震のフラグ付与を開始

通常地震（M≧2.0）：灰色、2025年2月1日以降を赤色
通常地震（今回の山口県北部の地震活動、M≧0.5）:赤色
低周波地震（Mすべて）：青色（※）
ただし、南海トラフの深部低周波地震（微動）を除く
そのほかの色分けは各パネルに記載

第 2 図 (f) つづき

Fig. 2(f) Continued.
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山口県北部の地震活動（中国地方で発生したM≧6.0の地震）

2001年3月24日M6.7
（「平成13年（2001年）芸予地震」）

●2001年3月24日～2002年3月23日
（M6.7発生から1年間）

h

g

領域h

領域g

領域g

領域h

領域h

低周波地震

低周波地震

A B

震央分布図中の茶色実線は、地震調査研究推進本部の
長期評価による活断層を示す。

B

A

領域f

f

領域f

西 東

領域f

※1999年9月に低周波地震のフラグ付与を開始

通常地震（M≧2.0）：灰色、2025年2月1日以降を赤色
通常地震（今回の山口県北部の地震活動、M≧0.5）:赤色
低周波地震（Mすべて）：青色（※）
ただし、南海トラフの深部低周波地震（微動）を除く
そのほかの色分けは各パネルに記載

領域g内のM-T図

領域g内の断面図（A-B投影）

西 東

領域h内のM-T図

領域h内の断面図（東西投影）

領域f内のM-T図

領域f内の断面図（東西投影）

第 2 図 (f) つづき

Fig. 2(f) Continued.



気象庁気象研究所作成 

PhaseNet による低周波地震の分類を考慮した山口県北部での

地震活動の検知 

気象庁気象研究所 

P 相・S 相・ノイズの 3 値を波形分類する機械学習モデルである PhaseNet (Zhu and Beroza, 

2019)を基盤として，それらに低周波地震の P 相・S 相を加えた 5 値の分類を行うように再学習

したモデルを使用して，山口県周辺の一元化処理に利用される速度観測点(30 地点; 100Hz サン

プリング)での 2025 年 2 月 1 日から 2025 年 4 月 15 日の期間の連続地震波形について自動検測

(Naoi et al., 2024)を行い PF 法(溜渕ほか, 2016)による震源決定を行った。 

本解析により，一元化震源の 2 倍以上にあたる震源を地図内の領域に決定した（図 1b）．震

源決定に使用した観測点のうち，震源に最も近い 4 から 5 地点での低周波 P 相の確率値の中央

値（以後，「低周波地震の確率」）を震源ごとの色調で示す．群発地震が発生する領域(以後，群

発領域)に決定される地震数は 4890 個であり，このうち低周波地震の確率値の高い震源は，一

元化震源での低周波地震登録の震源の位置と整合しているようである．

群発領域における深さの時系列図において，2 月から 3 月上旬にかけて一元化震源に低周波

地震が見られるが本解析結果でも低周波地震の確率が高い地震を数多く決定しており整合す

る（図 2a, b）．加えて，2 月の中旬から下旬の深さ 35~40km 付近にて，低周波地震の確率値が

0.4 以上の震源を新たに検知している．さらに，一元化震源において低周波地震の記録がない 3

月中旬以降も低周波地震の確率が高い地震を複数決定している（図 2b）．震源ごとの震源時間

と低周波地震の確率値の分布から群発領域以外での確率値が概ね 0 近くに分布するのに対し，

3 月中旬以降も低周波地震の確率値が比較的高い震源が多数存在する（図 2c, d）． 

低周波地震の確率が高い地震の観測点波形は，いずれも通常地震の波形に比して長い周期を

呈しており，各地震の N.MTMH 観測点でのパワースペクトルについても，5Hz 未満の周波数

帯域に富んでいる（図 3）．  

（文責：下條賢梧）
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第 2 図 (g) つづき

Fig. 2(g) Continued.
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